
災
害
教
訓
等
を
踏
ま
え
た
総

合
的
な
見
直
し

①
東
日
本
大
震
災
、
鳥
取
県
の
津
波
浸
水

予
測
な
ど
を
踏
ま
え
て
の
津
波
災
害
対
策

計
画
の
充
実

②
平
成
22
年
末
か
ら
の
豪
雪
被
害
を
教
訓

と
し
た
雪
害
対
策

③
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
基
準
の
明
確
化

④
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
対
策

防
災
基
盤
の
充
実
強
化

①
災
害
対
策
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
の
耐
震

化
・
代
替
施
設
確
保

②
防
災
無
線
な
ど
の
情
報
伝
達
体
制
の
充

実
強
化

③
緊
急
輸
送
路
整
備

④
救
援
物
資
な
ど
の
供
給
拠
点
整
備

⑤
避
難
所
の
災
害
種
別
に
よ
る
適
用
性
確
認

行
政
と
地
域
が
連
携
し
た
防

災
体
制
の
強
化

①
自
主
防
災
組
織
の
体
制
整
備

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の
拡
充

③
民
間
団
体
と
の
応
援
協
定
に
基
づ
く
応

急
対
策
強
化

災
害
復
旧
・
復
興
等
の
支
援

の
体
制
充
実

①
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
実
例
を
踏
ま
え

た
災
害
復
旧
・
復
興
計
画
の
見
直
し

②
自
治
体
相
互
の
応
援
協
定
に
基
づ
く
支

援
体
制
強
化

③
災
害
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
の
策
定

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
体
制
の
整
備

原
子
力
防
災
情
報
の
収
集
・

伝
達
系
統
整
備

①
島
根
原
発
異
常
発
生
時
な
ど
の
情
報
収

集
と
住
民
な
ど
へ
の
情
報
伝
達
系
統
整
備

②
風
評
被
害
防
止
の
た
め
の
情
報
発
信

そ
の
他

①
災
害
対
策
本
部
体
制（
職
員
配
備
体
制
）

の
見
直
し

②
気
象
警
報
な
ど
防
災
情
報
に
関
す
る
諸

制
度
の
変
更

　

災
害
対
策
の
基
本
と
な
る
鳥
取
市
地
域
防
災
計
画
は
、
①
予
防
、
②
応
急
対
策
、
③

復
旧
・
復
興
の
３
つ
の
視
点
と
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
活
動
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
豪
雪
な
ど
、
近
年
発
生
し
た
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
こ

の
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
※
「
鳥
取
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
鳥
取
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
舎
危
機
管
理
課 
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みんなで守ろう！わがまち鳥取市

One For All !  All For One !
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　昭和25年新潟県生まれ。28年鳥
取市に移住。修立小を経て鳥大付属
小卒後、米子市に移り米子第四中を
経て米子東高卒。明治学院大英文科
卒。46年より俳人加

か と う

藤楸
しゅうそん

邨に師事。
その後俳句雑誌「街」を創刊主宰。平
成元年より脚本家馬

ば ば

場當
まさる

に師事。映
画脚本「エイジアン・ブルー 浮島丸
サコン」他テレビドラマなど。句集三
冊。自伝小説「ライク・ア・ローリン
グストーン俳句少年漂流記」他編著な
ど。現在、信濃毎日新聞俳壇選者お
よび東京新聞神奈川版俳壇選者
エンジン01オープンカレッジin鳥取
にゲスト出演

シリーズ

　

行
っ
て
み
る
と
あ
っ
た
。
句
碑
に
は
、

　

咳
を
し
て
も
一
人

と
あ
る
。

　

僕
は
こ
こ
か
ら
放
哉
と
同
じ
修
立
小
学
校
に
入
学
し
、
三
年
生
の
と

き
鳥
大
附
属
小
に
編
入
学
し
た
の
で
、こ
ん
ど
は
放
哉
が
鳥
取
一
中
（
現

在
の
鳥
取
西
高
）
に
通
っ
た
の
と
同
じ
道
を
歩
い
て
通
学
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

浅
か
ら
ぬ
因
縁
で
あ
る
。
母
は
短
期
間
だ
が
鳥
取
西
高
で
数
学
を
教

え
て
い
た
。

　

放
哉
と
僕
の
共
通
の
通
学
路
は
立
川
町
か
ら
の
「
山
手
通
り
」。
右

手
に
観
音
院
、
廣
徳
禅
寺
の
前
を
抜
け
て
、
樗
お
う
ち
だ
に谿
公
園
か
ら
下
り
て
く

る
上
町
の
十
字
路
を
渡
り
そ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
西
高
、
附
属
小
に
到
る

道
。
放
哉
を
思
う
と
き
、
彼
の
鳥
取
弁
の
句

　

月
夜
の
葦
が
折
れ
と
る

　

み
ん
な
が
夜
の
雪
を
ふ
ん
で
い
ん
だ

な
ど
と
と
も
に
真
正
面
に
久
松
山
の
見
え
る
こ
の
道
を
必
ず
思
い
出
す
。

今
井　

聖
／
俳
人
・
脚
本
家　

放
哉
の
通
学
路

　

僕
は
新
潟
で
生
ま
れ
た
が
三
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
を
鳥
取
市
で
過

ご
し
た
。
だ
か
ら
心
の
故
郷
は
鳥
取
市
で
あ
る
。
新
潟
出
身
の
父
は

戦
後
す
ぐ
旧
鳥
取
高
等
農
林
の
教
員
と
し
て
赴
任
し
市
内
の
和
菓
子

舗
「
亀
甲
や
」
の
娘
と
結
婚
し
た
。
因ち

な

み
に
こ
の
と
き
二
人
を
引
き

合
わ
せ
た
仲
人
が
高
農
の
校
長
で
千せ
ん
じ
ゅ住
三
兄
弟
の
母
千
住
文ふ
み
こ子
さ
ん

の
父
君
で
あ
る
。二
人
は
新
潟
で
僕
を
産
ん
だ
後
鳥
取
市
に
戻
っ
た
。

　

立
川
町
一
丁
目
。
十
三
歳
で
米
子
市
に
移
る
ま
で
こ
こ
で
暮
ら
し

た
。

　

十
四
歳
で
俳
句
を
始
め
た
僕
は
米
子
東
高
校
の
図
書
館
で
「
尾お
さ
き崎

放ほ
う
さ
い哉
」
を
知
っ
た
が
、
当
時
放
哉
は
ま
だ
一
般
的
に
は
無
名
で
、
面

白
い
俳
句
を
書
く
地
元
の
俳
人
、
く
ら
い
の
印
象
し
か
な
か
っ
た
。

後
年
あ
ら
た
め
て
放
哉
を
読
ん
で
驚
い
た
。
放
哉
は
一
八
八
五
年
に

現
在
の
吉
方
町
二
丁
目
で
生
ま
れ
た
あ
と
す
ぐ
立
川
町
一
丁
目
九
七

番
地
に
移
っ
て
一
九
〇
二
年
一
高
に
入
学
し
て
上
京
す
る
ま
で
こ
こ

で
暮
ら
し
て
い
る
。

　

僕
が
居
た
場
所
と
ほ
ん
の
数
番
地
し
か
違
わ
な
い
。

　

そ
う
い
え
ば
自
宅
か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
古
い
建

物
が
あ
り
、
そ
こ
に
な
に
や
ら
碑
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
を
思

い
出
し
た
。

望
ぼ う

 見
け ん

 〜鳥取市を想う〜
　エンジン 01 オープンカレッジ in 鳥取の開催にご協力をいただいた講師のみなさまから寄せていた
だいた、鳥取市へのメッセージを紹介します。

俳
人
・
脚
本
家 

今い
ま 

井い  

聖せ
い 

放哉も今井氏も通った道

問 本庁舎広報室  0857-20-3159

※
鳥
取
大
学
附
属
小
学
校
は
、
今
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
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